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参考資料１ 2014.3.4現地セミナー（第 1回） 

日  時： 2014年 3月 4日（火）9:30～14:00 

場  所： Century Atlet Hotel、 8F Conference Room 

出席者： DKI Jakarta Hassan Basli 知事補官のキーノートスピーチ 

 官側：CIPTA KARYA、PD PAL Jaya、Dinas PU Jakarta 

 建設会社、コンクリート二次製品工場、ローカルコンサルタント 

 日本のコンサルタント（MRT関係者） 

 全員で、50名程度 

【セミナープログラム・概要】 

プログラム名 登壇者 発表内容 

1) 基調講演-1 Mr. Hassan Basri 

（DKI Jakarta） 

ジャカルタでの下水道の必要性、推進技

術の必要性など 

2) 基調講演-2 富原 崇之 

（JICAインドネシア事務

所） 

インドネシア国における日本の ODA 事

業、ジャカルタ下水道事業への JICAの取

り組みなど 

3) プレゼン 

テーション-1 

井上団員 

（日本工営） 

ジャカルタ下水道事業の紹介 

4) プレゼン 

テーション-2 

平井団員・佐々木団員 

（イセキ開発工機） 

イセキ開発工機の推進技術の紹介 

5) 中締め 中島専門家 

（JICA：CIPTA KARYA） 

ジャカルタでの下水道の必要性及び本邦

推進技術の必要性とメリット 

6) 質疑応答 脇田団員 

（イセキ開発工機） 

主に推進工法の技術面に関して多数の質

問があった（巻末参考資料-3 に記載）。 

7) 閉会挨拶 パイロットプロジェクトの今後のスケジ

ュール等の説明 

 

【セミナー内容】 

1. 基調講演-1：Mr. Hassan Basri（DKI Jakarta） 

 ジャカルタは、トンネル技術を必要としている。On-site 処理、Off-site 処理で

下水処理計画を進めている。Zone-1&2 下水処理区の事業化を考えている。下水道

の普及率が 25%以下であるので、推進工法による下水道整備が必要である。 

 推進工法は、Jl. Sudirman 横断 300m、Ciliwung －Bajir Kana Timur バイパスプ

ロジェクトで進めている。 
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2. 基調講演-2：富原企画調査員（JICAインドネシア事務所） 
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3. プレゼンテーション-1：井上団員（日本工営） 
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4. プレゼンテーション-2：平井団員・佐々木団員（イセキ開発工機） 
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5. 講評（まとめ）：公共事業省人間居住総局中島 JICA専門家 

 ジャカルタは、1,000万人を超える大都市であるが、最も下水道の整備が遅れた都

市である。 

 3年間の極めて短期間で、MP、FS、パイロットプロジェクトの起工式を迎えるに至

った。 

 カーブ・長距離推進工法は、ジャカルタに適した工法であり、TMCM（Tanpa Machet：

渋滞しない、 Cepat：早い、Muda：安価）である。 

 

6. 質疑応答 

(6) 松井教授 

 6年前にジョグジャカルタ市長から推進工法を採用したいとの打診を受けて、ジャ

カルタでの推進工法技術の適用を検討してきた。 

 インドネシアの大都市では、推進工法技術の適用が考えられる。 

 Mr. Amien 

(Q)  推進工法が、推進距離 1km、埋設深さ 40m の条件で適用されているという報告であ

る。推進管の品質は、推進抵抗、水圧にどのように耐えるのか。 

(A)  推進距離は、周辺摩擦力を軽減することが重要である。滑剤の適用がノウハウで

ある。水圧については、インドネシア企業と 30mの水圧（試験では 40mを確認する）に

耐える推進管・継ぎ手を開発中である。 

(Q)  MH築造・サービス管はどのように接合するのか。 

(A)  主要道路に埋設される準幹線の接合と目視による管渠点検の維持管理性を考慮し

た MHを設けることが、施設計画の業務である。立坑の位置は、幹線道路の交差点毎に、

300～500m程度の間隔で慎重に決めなければならない。立坑位置を確保できない場合に

は、大口径ボーリングによる点検口を設ける場合も想定される。 
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 Nindja Karya 

(Q)  シールド工法と推進工法とでは、ジャカルタ下水にはどちらが適用できるのか。 

(A)  コスト面では、1,000m 以上ではシールド工法、それ以下では推進工法が有利である。

併用型（コンビネーションタイプ）も開発されており、300m 程度を推進工法、それ以

後をシールド工法にコンバートする。 

(Q)  コストは、どの程度か。 

(A)  土質条件、推進距離、関係を教えてもらいたい。個別に情報提供する。 

 PD PAL Jaya 

(Q) 管径 5mの大口径の推進管では、近隣の埋設施設に対する影響をどのように配慮するの

か。Safe distanceは、どの程度か。 

(A) 掘削土量を管理する。影響範囲は、1.5Dとして管理する。1.5D以下でも施工管理可能

である。 

(Q) 泥水式と土圧式で、地表面に沈下への影響は、どのように違うのか。 

(A) 両工法とも、同等と見ている。 

 公共事業省中島 JICA専門家 

(Q)  カーブはどういうメカニズムで制御するのか。地中接合は可能か。 

(A)  左右のジャッキを制御することによりカーブ推進する。位置の測量、RSG を装備する、

推進力伝達材を組み合せて、カーブ推進を可能とする。 

 

7. 閉会挨拶：脇田団員（イセキ開発工機） 
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参考資料 2 2015.9.1 現地セミナー（第 2回） 

日  時： 2015年 9月 1日（火）9:30～15:40 

場  所： バンドン工科大学（Institute Technology of Bandung）  

出席者： バンドン工科大学の生徒 100名 （卒業生含む） 

 政府関係者（石炭鉱物）15名 

高速道路関連企業 2名 

鉱物関連企業 2名 

 計 119名程度 

【セミナープログラム・概要】 

プログラム名 登壇者 発表内容 

1) 開催の言葉 Sri Widiantoro 教授 

（ITB） 

 

2) 開催宣言 佐々木 勝之 

（イセキ開発工機） 

 

 

3) プレゼン 

テーション-1 

推進説明動画 イセキ開発工機製 

（インドネシア語字幕付） 

4) プレゼン 

テーション-2 

松井 紀久男 

（九州大学名誉教授） 

推進工事基礎知識 

5) プレゼンテー

ション-3  

島田 英樹 

（九州大学教授） 

推進工事における滑材と推力について 

6) プレゼンテー

ション-4 

佐々木 勝之・Alvan 

（イセキ開発工機） 

スナヤン地区実証工事報告 

7) プレゼンテー

ション-5  

平井 正哉 

（イセキ開発工機） 

非開削技術の応用 

7) 閉会挨拶 松井 紀久男 

（九州大学名誉教授） 
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【セミナー内容】 

佐々木・アルファン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

参考 16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

参考 17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

参考 18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

参考 19 

 

参考資料 3 2015.10.15現地セミナー（第 3回） 

日  時： 2015年 10月 15日（木）13:00～15:40 

場  所： Cipta Karya（公共事業省）  

出席者： 各地方の公共事業省 20名 （卒業生含む） 

 建設会社 10名 

計 35名程度 

      主催 :DACAREA, CRM,ISEKI POLY-TECH,Inc, PT Bona Indonesia(推進管メーカー) 

【セミナープログラム・概要】 

プログラム名 登壇者 発表内容 

1) 開催の言葉 Mr Albert Reinaldo, ST  

(Ministry of Public Works 

& Hosing) 

 

2) プレゼン 

テーション-1 

Mr Koichi Suzuki  

(DACREA) 

推進工法の優位性・計画時に注意点など 

3) プレゼン 

テーション-2 

Mr Katsuyuki Sasaki 

（イセキ開発工機） 

スナヤン地区実証工事報告及び推進工法

の詳細について 

4) プレゼンテー

ション-3  

Mr Guillaume Beduneau 

（PT Bonna Indonesia） 

推進管について 

5) 質疑応答 Mr Albert Reinaldo, ST  

 

 

【プレゼン内容】 
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質疑応答 

Q1：土質や地下水等で掘進機を選ぶということだが、砂、粘土、礫、岩盤全て教えて欲し

い。また、それぞれの工事費についても教えて欲しい。 

 

A1：全ての回答をここで行うのは難しい。砂や粘土、、あまり大きくない礫ならばアンク

ルモールを、多い礫や岩盤はアンクルモールスーパーで対応できる。岩盤強度等によって

はビットの種類や配列を変更することが有効となることがあるので個別に問い合わせて欲

しい。工事費については、口頭だけの説明では回答が困難なので、後日具体的な計画ある

いは条件を明示してもらえれば、資料を送る。 

 

Q2:推進工事を行うときに、複数の発進側から同時に施工を行い、到達させることは可能か 

A2:同じ日に到達させることは難しいが、それをずらせば施工可能です。 

 

Q3;各家庭から下水道本管に接続する推進工法はあるのか？ 

A3:取付管推進工法というのものがある。 

 

Q4：立坑の大きさや管の耐圧力には規格があるのか？ 

A5: 立坑には、埋設する管径や立坑種類によって一定の基準があります。管の耐圧力にも

一定の基準がありますが、条件を変えることもできます。 
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参考資料 4 2015.11.26現地セミナー（第 4回） 

日  時： 2015年 11月 26日（木）9:20～13:00 

場  所： Morrissey Hotel  

出席者： インドネシア国政府関連者 40名  

コンサルタント 2名 

バンドン工科大学 1名 

イセキ関連者    5名 

 計 50名程度 

【セミナープログラム・概要】 

プログラム名 登壇者 発表内容 

1) 開催の言葉 Mr Adi   

（DKI） 

 

2) 開催の言葉 Mr Saito 

 (Jica Indonesia) 

 

3) 開催の言葉 Mr Junier Panjaitan 

 (PD PAL JAYA) 

 

4) プレゼンテー

ション１ 

Mr Tomihara 

(Jica Indonesia) 

JICAのインドネシアにおける下水分野

での活動について 

5) プレゼンテー

ション 2 

Mr Sasaki & Mr Alvan 

( Iseki Poly-Tech, Inc.) 

ＪＩＣＡデモ施工報告 

6) プレゼンテー

ション 3 

Mr Junifer Panajitan 

(PD PAL JAYA) 

PD PAL JAYA の活動について 

7) 挨拶 Mr Nishi 

(PU) 

 

8) プレゼンテー

ション４ 

Mr Matsui 

(Iseki Poly-Tech,Inc.) 

推進工法について 

 

9) 閉会の挨拶 Mr Wakita 

(Iseki Poly-Tech,Inc.) 
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セミナーの様子 

  

ＭＣと通訳 DKI（ジャカルタ）Mr Adi 氏 

  

JICA インドネシア 斉藤次長ご挨拶 PD PAL JAYA Mr Junifer 社長代行挨拶 

 
 

JICA インドネシア 富原氏プレゼン イセキジャカルタ 佐々木所長プレゼン 

 

 

PD PAL JAYA Mr Junifer プレゼン 公共事業省 西専門家ご挨拶 
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松井教授 プレゼン 記念撮影 

 

【質疑応答】 

 

Q1. 20年前、Zone0（中央ジャカルタエリア）で管路網建設を行ったが、そのときも推進工

法を活用したのか？ 

回答：推進工法を使った（Mr Junifer PD PAL JAYA） 

 

Q2. ボックスカルバートや既存の設備に衝突するのを避けるために、事前に関係機関（PLN

など）と打ち合わせを蜜にするべき。また、事前打ち合わせが難しいようなら、地上から

障害物を探すようなスキャナーはどうか？ 

回答：助言有難うございました。スキャナーは購入を検討します（Mr Junifer PD PAL JAYA） 

 

【セミナー内容】 

 

富原企画調査員（JICAインドネシア事務所） 
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佐々木ジャカルタ所長（イセキ開発工機） 
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松井教授（イセキ開発顧問） 
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